










（第3種郵便物認可）
２０２３年（令和５年）１０月２５日

２０２３年１０月４週号

８
四 国

徳島支局徳島県農業共済組合〒770－8054徳島市山城西
2丁目74番地℡ 088－622－7731香川支局香川県農業共済組合〒761－8083高松市三名町東原
5番地6℡ 087－888－2121愛媛支局愛媛県農業共済組合〒790－0002松山市二番町

4丁目4番地2℡ 089－941－8135高知支局高知県農業共済組合〒781－2120いの町枝川2410－22℡ 088－856－6550

問い合わせ先

えがおえがお

　毎年冬には長野へスキーに行きます。インストラクターの資格を取得しているので、子供やお年寄りの指導をすることがあります。スキーの魅力や楽しさを多くの人に知っていただき、スキー人口の増加につながるとうれしいです。　祖父母がお米やキュウリ、スイカなどを作っています。忙しい時期には私もお手伝いをしています。　社会人１年目なので、不安なこともありますが、感謝される人になりたいという目標に向けて、日々頑張りたいと思います。　（高知支局・吉井雄基）

高
知
県
・
23
歳

西に
し

森も
り

春は
る

奈な

さ
ん

▽
い
い
じ
ま
・
よ
し
み
▽

45
歳
▽
ケ
イ
ト
ウ
50
㌃
、

菜
の
花
30
㌃

　収
入
保
険
を
知
っ
た
の
は
、

ケ
イ
ト
ウ
の
栽
培
を
始
め
た
２

０
１
９
年
、
先
輩
農
家
の
自
宅

で
偶
然
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
職
員
の
話
を
聞
い

た
と
き
で
し
た
。
農
業
収
入
の

減
少
を
補
て
ん
で
き
る
と
い
う

ほ
か
に
は
な
い
保
険
と
し
て
、

加
入
す
る
考
え
が
当
時
か
ら
あ

り
、
21
年
分
補
償
か
ら
契
約
し

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
や
突
然
の

異
常
気
象
の
よ
う
な
不
測
の
事

態
に
備
え
る
た
め
に
も
、
収
入

保
険
は
私
に
と
っ
て
必
要
不
可

欠
で
す
。

　就
農
当
初
は
安
定
し
た
収
量

と
自
分
に
合
っ
た
営
農
ス
タ
イ

ル
を
探
す
た
め
、
ケ
イ
ト
ウ
以

外
の
栽
培
も
試
し
ま
し
た
。
収

収入保険　私の選択

の
変
動
幅
が
大
き
く
、
特
に
コ

ロ
ナ
禍
で
は
市
場
が
不
安
定
な

時
期
が
続
き
ま
し
た
が
、
収
入

保
険
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
で

強
い
安
心
感
を
得
な
が
ら
営
農

で
き
て
い
ま
す
。

　一
方
で
、
天
候
の
影
響
を
受

け
や
す
い
露
地
栽
培
が
メ
イ
ン

の
私
に
と
っ
て
、
近
年
の
異
常

気
象
に
対
し
て
収
入
保
険
だ
け

で
は
拭
え
な
い
不
安
が
あ
り
ま

し
た
。
天
候
に
よ
る
大
損
害
の

補
て
ん
を
受
け
て
も
、
次
年
度

の
基
準
収
入
が
大
き
く
下
が
っ

て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
し
か

し
、
甚
大
な
気
象
災
害
を
受
け

た
年
の
収
入
金
額
を
補
正
し
て

く
れ
る
気
象
災
害
特
例
が
来
年

新
設
さ
れ
る
と
聞
い
て
、
補
償

の
拡
充
に
今
は
安あ

ん堵ど

し
て
い
ま

す
。　私

が
所
属
す
る
相
生
ケ
イ
ト

ウ
部
会
で
は
、
担
い
手
の
高
齢

化
と
後
継
者
不
足
が
進
ん
だ
こ

と
も
あ
っ
て
、
新
規
就
農
者
を

随
時
募
集
中
で
す
。
地
域
活
性

化
へ
の
足
が
か
り
と
し
て
、
ケ

イ
ト
ウ
栽
培
が
魅
力
的
で
努
力

が
報
わ
れ
る
な
り
わ
い
に
な
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
も
、
新
規
参
入
者
に
は

安
定
を
見
据
え
て
収
入
保
険
へ

の
加
入
を
勧
め
た
い
で
す
。

　（
徳
島
支
局
・
加
藤
雅
人
）

気
象
災
害
特
例
の
新
設
に
安
堵

徳島県那賀町 飯島　好さん
入
保
険
は
、
そ
の
よ
う
な
試
行

期
間
の
失
敗
の
リ
ス
ク
に
も
備

え
ら
れ
ま
す
。

　21
年
に
は
、
栽
培
し
て
い
た

ハ
ボ
タ
ン
が
、
地
域
的
に
大
量

発
生
し
た
コ
ナ
ガ
の
幼
虫
の
食

害
で
全
滅
し
ま
し
た
が
、
保
険

金
を
受
け
取
っ
た
こ
と
で
、
損

失
は
最
小
限
に
収
ま
り
ま
し

た
。
ケ
イ
ト
ウ
は
価
格
や
需
要

り
、
販
売
先
の
確
保
に
苦
労
し

ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。

　品
質
と
出
荷
量
が
安
定
す
る

に
つ
れ
、
出
荷
先
や
注
文
が
増

加
。
消
費
者
に
〝
必
要
と
さ
れ

て
い
る
〞
と
い
う
意
識
が
従
業

員
に
芽
生
え
、
作
業
は
よ
り
早

く
、
丁
寧
に
な
っ
た
と
い
う
。

　従
業
員
は
、
あ
る
程
度
の
作

業
能
力
が
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
比
較
的
軽

度
の
障
が
い
が
あ
る
。
勤
務
時

間
は
１
日
４
時
間
（
早

出
を
希
望
す
る
人
は
５

時
間
）
の
勤
務
を
こ
な

し
、
休
日
は
１
カ
月
に

８
日
で
月
給
制
だ
。
作

業
所
は
手
す
り
の
設
置

や
滑
り
や
す
い
箇
所
を
な
く
す

な
ど
安
全
性
を
第
一
に
整
備
。

作
業
は
単
純
化
し
、
従
業
員
の

体
調
や
希
望
を
考
慮
し
た
上
で

得
意
な
作
業
を
任
せ
る
。

　施
設
長
の
北
川
幸
代
さ
ん

（
56
）は
「
栽
培
品
目
が
増
え
、

売
り
上
げ
は
安
定
し
て
い
ま
す

が
、
消
費
者
に
求
め
ら
れ
る
も

の
を
常
に
模
索
し
て
い
ま
す
。

従
業
員
を
指
導
で
き
る
人
材
の

確
保
や
施
設
の
老
朽
化
な
ど
の

問
題
も
あ
り
、
い
ま
だ
道
半
ば

で
す
が
、
新
し
い
作
物
に
も
挑

戦
し
た
い
で
す
ね
」
と
話
す
。

　
　
　
　
　
　（
越
智
光
法
）

組
む
。
野
菜
の
ほ
か
、
隣
接
す

る
「
と
う
ふ
工
房
て
い
ず
い
」

（
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業

所
）
が
製
造
し
た
豆
腐
や
、
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
り
製

品
化
し
た
ト
マ
ト
ソ
ー
ス
も
取

り
扱
う
。

得
意
な
作
業
を
任
せ
る

　野
菜
工
房
て
い
ず
い
は
、
県

内
で
も
早
く
か
ら
Ａ
型
事
業
所

と
し
て
野
菜
栽
培
を
始
め
た
。

管
理
者
の
矢
原
裕
大
さ
ん（
40
）

は
「
水
耕
栽
培
が
ま
だ
一
般
的

で
は
な
く
、
社
会
福
祉
法
人
の

農
業
参
入
に
対
し
て
理
解
を
得

る
の
が
難
し
か
っ
た
こ
と
も
あ

　【
高
知
支
局
】
「
自
分
で
育
て
た
野

菜
、
お
気
に
入
り
の
陶
器
、
大
好
き
な

も
の
に
囲
ま
れ
た
生
活
が
気
に
入
っ
て

い
ま
す
」
と
話
す
五
十
嵐
三
知
子
さ
ん

（
67
）。
香
南
市
夜
須
町
で
「
カ
フ
ェ
＆

う
つ
わ

　ご
と
ご
と
」
を
経
営
す
る
。

　ご
と
ご
と
は
高
知
県
の
方
言
で
、
ゆ

っ
く
り
、
あ
わ
て
ず
に
と
い
う
意
味
。

コ
ー
ヒ
ー
や
ケ
ー
キ
を
趣
味
で
集
め
た

陶
器
で
提
供
す
る
ほ
か
、
自
宅
近
く
の

畑
で
栽
培
す
る
旬
の
野
菜
を
「
小
腹
セ

ッ
ト
」
の
ス
ー
プ
や
あ
え
物
に
す
る
。

　就
職
の
た
め
東
京
都
へ
引
っ
越
し
た

が
、
田
舎
暮
ら
し
に
憧
れ
、
カ
フ
ェ
の

学
校
へ
通
い
早
期
退
職
し
て
帰
郷
。
夫

の
正
明
さ
ん
が
東
京
で
仕
事
を
し
て
い

る
た
め
、
年
に
数
回
行
き
来
す
る
。

　店
の
自
慢
は
、
地
元
の
シ
ョ
ウ
ガ
を

隠
し
味
に
し
た
シ
ナ
モ
ン
ロ
ー
ル
。
地

域
の
食
材
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
日
々

考
案
し
て
い
る
。

　
　（
野
村
昌
史
）

　▽
カ
フ
ェ
＆
う
つ
わ

　ご
と
ご
と
＝

営
業
は
金
曜
・
土
曜
（
午
前
10
時
〜
午

後
５
時
）
。
10
月
下
旬
〜
11
月
中
旬
は

上
京
の
た
め
臨
時
休
業
。
☎
０
８
８
７

（
５ 

０
）
１
２
０
３

れ
た
叔
父
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。
作
業
に
責
任
を
持
ち
農
業

を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
谷
本

さ
ん
。
横
井
さ
ん
は
「
地
域
の

若
い
農
業
者
と
情
報
交
換
や
関

わ
り
を
積
極
的
に
持
ち
、
自
分

な
り
の
経
営
基
盤
を
築
い
て
ほ

し
い
」
と
期
待
す
る
。

　24
年
４
月
か
ら
は
、
叔
父
と

お
い
二
人
三
脚
の
経
営
が
始
ま

り
、
麦
と
水
稲
を
合
わ
せ
た
栽

培
面
積
を
５
㌶
増
や
す
計
画

だ
。

　
　
　
　（
大
西
義
次
）

　野
菜
工
房
て
い
ず
い
の
栽
培

作
業
の
主
役
は
、
障
が
い
が
あ

る
25
人
の
従
業
員
。
施
設
職
員

（
正
社
員
５
人
、
パ
ー
ト
職
員

５
人
）
の
支
援
を
受
け
な
が
ら

働
く
。
ミ
ズ
ナ
や
コ
マ
ツ
ナ
、

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
な
ど
の
葉
物
野

菜
と
ハ
ー
ブ
は
農
薬
を
使
わ
な

い
水
耕
栽
培
で
、
別
の
ハ
ウ
ス

で
は
ミ
ニ
ト
マ
ト
と
イ
チ
ゴ
を

栽
培
す
る
。

　敷
地
内
で
は
直
販
に
も
取
り

き
る
技
術
と
精
神
力
を
身
に
付

け
る
に
は
、
豊
富
な
経
験
が
大

事
で
す
」
と
話
す
。

　「
農
業
は
大
変
そ
う
」
と
当

初
は
思
っ
て
い
た
谷
本
さ
ん
だ

が
、
「
外
で
の
作
業
は
生
き
物

や
自
然
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
、

毎
日
が
新
鮮
」
と
気
持
ち
が
変

化
。
作
業
ロ
ー
テ
シ
ョ
ン
を
把

握
し
た
こ
と
で
、
こ
こ
数
年
は

年
間
３
０
０
日
ほ
ど
横
井
さ
ん

の
片
腕
と
な
っ
て
働
く
。

　「
新
し
い
環
境
に
導
い
て
く

取
れ
た
て
の
野
菜
が
並
ぶ
直
販
所

　【
愛
媛
支
局
】
西
条
市
の
就
労
継
続
支

援
Ａ
型
事
業
所
「
野
菜
工
房
て
い
ず
い
」

は
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
展
開
す
る
社
会
福
祉
法
人
聖
風
会
の

事
業
所
の
一
つ
と
し
て
、
２
０
０
９
年
３

月
に
設
立
。
障
が
い
者
の
経
済
的
・
精
神

的
自
立
を
、
農
業
に
よ
っ
て
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。
同
事
業
所
の
ハ
ウ
ス

で
は
、
名
水
百
選
に
選
ば
れ
て
い
る
「
う

ち
ぬ
き
水
」
を
使
用
し
て
野
菜
を
水
耕
栽

培
。
収
穫
し
た
新
鮮
な
野
菜
は
市
内
の
産

直
市
や
ス
ー
パ
ー
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ホ
テ

ル
、
聖
風
会
の
ほ
か
の
施
設
な
ど
に
出
荷

し
て
い
る
。

　【
香
川
支
局
】
後
継
者
不
足

に
悩
む
農
家
が
多
い
中
、
高
松

市
前
田
西
町
の
横
井
豊
さ
ん

（
77
歳
、
麦
９
・
５
㌶
、
水
稲

６
・
３
㌶
）
は
、
お
い
の
谷
本

直
樹
さ
ん（
44
）に
託
す
準
備
を

10
年
前
か
ら
進
め
て
き
た
。
２

０
２
３
年
、
谷
本
さ
ん
の
決
意

は
固
ま
り
、
来
春
に
後
継
者
に

な
る
。

　横
井
さ
ん
は
「
農
業
経
営
は

天
候
に
大
き
く
左
右
さ
れ
ま

す
。
ど
ん
な
状
況
で
も
対
応
で

水稲の穂色を見て収穫時期を相談する

横井さん（左）と谷本さん

「周りの方々も優しくて、ストレスとは

無縁です」と五十嵐さん

高松市　横井 豊さん

香
南
市

　五
十
嵐
三
知
子
さ
ん

地
域
の
食
材
生
か
す

店
の
自
慢
メ
ニ
ュ
ー

「
カ
フ
ェ
＆
う
つ
わ

　ご
と
ご
と
」

おいが後継者になる決意二人三脚で経営拡充へ

野菜の管理作業に励む従業員。つえを

ついても作業できるように棚と棚のス

ペースを広くしている

野菜安定生産　やりがいが力に

注
文
増
加
で
変
わ
る
意
識

よ
り
早
く
丁
寧
な
作
業

愛
媛
県
西
条
市
「
野
菜
工
房
て
い
ず
い
」

障
が
い
者
の
自
立
支
援

野菜安定生産　やりがいが力に




